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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・保健分野の授業の充実を図り、望ましい

生活習慣について理解させるとともに、

自分の生活習慣を主体的に調整する生

徒を育成する。 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・「朝食を毎日食べる」と回答した生徒が、

67％であるとともに、「睡眠時間８時間

以内」と回答した生徒は 57％であり、朝

食の欠食や睡眠時間が短い生徒が一定

数いることから、保健分野における望ま

しい生活習慣についての学びの充実を

図る必要がある。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結

果から、「上体起こし」において多くの学

年で全国平均を下回るとともに、第２学年

において、「体育の授業が楽しい」と回答

する生徒が 25％に留まったことから、体

育の各領域や種目に合わせて、関連して高

まる体力を設定するなど、目的意識をもっ

た学習活動を行う必要がある。 

 

 

 

びの充実を図る必要がある。 

 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・複数回の新体力テストの結果 
・年３回の生徒アンケート 

【成果指標】 
・「上体起こし」の学校平均が全国平均以上 

・第２学年において、「体育の授業が楽しい」と回答
する生徒の割合が50％以上 

【評価結果】 
・中間評価（８・９月） 
 ・上体起こしの記録は全国平均に及ばなかっ

たものの、数値が微増した。 
 ・第２学年の 62％が、「体育の授業が楽しい」

と回答し、改善傾向が見られた。 
・最終評価（３月） 
 ・同項目について、３月に再度実技調査及び

アンケートを行い、評価・分析を行う。 

１ 体育授業時のサーキットトレーニング 

 ・種目に必要な技能を身に付けるための練習や、種目に関連させた体力の向上につ 

ながる運動をサーキットトレーニングとして取り組む。 

２ 学期ごとに健康に関するアンケートを実施し、それと関連した健康に関する出 

前授業や気軽に運動ができる場の設定、情報提供 

 ・アンケートを実施することで、自分の生活を見直すきっかけにするとともに、健 

康に関する各種の出前授業を行う際の実態調査とし、その実態に合わせた話をし 

てもらい、生徒が自分事として聞くことができるようにする。 

３ 小学校や保育園・幼稚園などと体力について一緒に考える場をつくる 

 ・小学校を含めた地域の体力についての資料を作成し、９年間だけでなく 12 年間 

を見通した体力向上の取組を行えるようにする。 

・幼・保・小・中学校及び教育委員会等と連携し、池田町内の体力向上に係る協議を行う場を設定すると

ともに、学校種間が連携した体力向上の取組の方向性を共有する。 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査や生活習慣アンケートの経年変化の分析を踏まえ、小中一貫教育

の推進の取組と連動し、望ましい生活習慣について児童生徒及び家庭への啓発を行う。 

令和５年度 池田町立池田中学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・保健体育科の授業を中心として、運動の楽

しさや意義を実感させるとともに、授業の

導入に課題である上体起こしにつながる

運動遊びを取り入れ、生徒の体力向上を図

るようにする。 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・年３回の生徒アンケート 

【成果指標】 
・朝食毎日食べると回答する生徒が 80％以上 
・睡眠時間８時間以上と回答する生徒が 80％以上 

・スクリーンタイム３時間未満と回答する生徒 
が 80％以上 

【評価結果】 
・中間評価（８・９月） 
 ・３つの成果指標について、第１回目のアン

ケートの数値から、大きな変化は見られな
かった。 

・最終評価（３月） 
・同項目について、３月に再度アンケートを 
行い、評価・分析を行う。 

 

【取組指標】 
１ 単元の最後に
は、設定した体力
について再計測を
行い成長の実感
や、その理由を考
えさせる。 

２ 出前授業ごとに
通信を発行し、家
庭でも話ができる
ようにする。 

３ 保育園訪問授業
などの取組を通し
た場を企画する。 
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学校平均 29.2 18.5 39.0 45.6 62.5 9.0 171.2 18.4 32.2 23.1 15.7 42.6 45.8 46.5 9.0 157.5 11.3 40.5

全国平均 24.7 23.7 40.7 50.1 67.2 8.4 186.1 18.0 35.5 21.4 19.9 44.4 45.2 49.4 9.0 167.1 11.6 44.6

学校平均 34.2 21.5 44.9 46.6 68.6 8.9 203.2 22.1 34.7 27.1 18.2 48.8 45.1 45.9 9.2 175.8 13.1 41.6

全国平均 30.2 26.6 45.1 53.0 83.1 7.8 203.8 21.0 44.1 24.0 22.5 47.3 47.9 56.3 8.8 173.0 13.3 51.0

学校平均 38.8 27.5 44.7 55.9 91.1 7.2 213.0 28.5 52.6 26.8 20.3 49.5 46.6 57.4 8.9 159.8 15.5 50.6

全国平均 34.5 28.6 49.2 56.0 90.8 7.5 217.3 23.8 50.6 25.2 24.0 49.4 48.6 56.2 8.7 176.0 14.1 53.4
３学年

全国平均

1.0以上

全国平均

0.9以下

男子 女子

１学年

２学年

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 



池田町立池田中学校
目指す子どもの姿

全校児童（生徒）数 101名（男子50名 女子51名）

教職員数 14名

全ての児童生徒が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

全力をつくす生徒
正しい生徒 働く生徒 共に進む生徒 学ぶ生徒 丈夫な生徒

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・身に付けさせたい力や目指す生徒の姿を明確にした単元の指導計画の作成

・必要感のある課題や単元を通した学習テーマの設定

・運動遊びやサーキットによる変化のあるくり返しを通した知識及び技能の習得

・学んだことを発揮する場の設定

・事前アンケート等の活用による単元を通し

て身に付ける力や単元を通したテーマを生

徒と共有するオリエンテーションの実施

・生徒の興味を高める外部講師等の活用

・主運動につながる運動遊びによるウォーミン
グアップやサーキットによる変化のある運
動の繰り返しを通じた練習場面の設定

・自己や仲間の取組の記録や振り返りを蓄積す
る学習カードのデジタル化の工夫

・単元を通して学習した内容や運動のポイント
の掲示による可視化

・作戦を考える根拠となる1人1台端末の活
用による動きのデータ化及び思考を促す
作戦の例示

 

仕事を探して 

連携した動きを 

創り出そう 

安全に楽しく行うための約束 
□ボールを転がしたままにしない 

□よそ見をしない 

□相手のことを思いやる 

□良いプレーには拍手をする 

みんなで約束を守って 

みんなが楽しいサッカーにしよう 

サッカー選手に聞く「サッカーとは」 
□点を取ろう  

それがサッカーの醍醐味 

□チームスポーツを忘れない  

チームで勝つ 

□役割（仕事）を見つけよう 
     人やチームの役に立とう 

□得意で人を助け、苦手で助けてもらう 
助け合いが大事 

生徒のアンケートから 

バレーボールの

学習は楽しそう 
4.03 

５点中 

バレーボールに

関する知識 
3.89 

５点中 
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体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

運動への意欲を喚起する場の設定や情報提供 望ましい生活習慣や健康に向けた学びの提供

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・体力計測コーナーの設定及び計測種目の目標点や最
高記録等の情報提供による生徒の意欲の喚起

・「する･見る･支える・知る」の多様な視点から運動への興味
を高める掲示物や保健体育通信の工夫

・生徒が、単元毎に自己や仲間の取組の状況や成長の様
子、学んだことを振り返る活動を行ったことにより、
課題解決に向けて、学習を調整し、意欲的に学習に取
り組む姿につなげることができた。

・外部講師の招聘による健康に関する学習を行ったこと
により、健康の大切さや生活習慣の改善に係る全校的
な指導に生かすことができた。

・体力測定コーナーを設置したことにより、休み時間や
登下校時など、気軽に計測する生徒が増えるとともに、
掲示物の工夫や保健体育通信の発行により、生徒や家
庭への啓発を行い、体力向上に係る関心を高めること
ができた。

・保健体育の授業における、単元の主運動に関連して高
まる体力と新体力テストの関連付けを行うとともに、
生徒と共有し、日常的に計測できる体力測定コーナ
ー及び情報提供の内容の充実を図り、生徒の意欲を一
層喚起する。

・小学校と連携した生活習慣に関するアンケートを実施
し、義務教育９年間を見通した望ましい生活習慣につ
いて児童生徒及び家庭への啓発を行う。

・小中一貫教育の推進の取組と連動し、義務教育9年間
を見通した食育計画を作成する。

・今年度の健康に関する学習の取組を整理し、検
証するとともに、保健指導の観点から体力向上
へのアプローチを検討する。

・栄養教諭や養護教諭と連携した熱中症予防のための水
分補給や成長期に必要な栄養について学ぶ食育授業の
計画的な実施

・睡眠の重要性について考えるための生徒アンケートに
よる実態の把握及び外部講師を招聘した専門的な知見
からの講話の実施


